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・市民意見募集手続結果の概要 
１ 意見募集期間 平成２１年２月９日（月）～３月９日（月） 
２ 意見提出者数 ２名 
３ 意見件数 １３件 
４ 
 

意見内容 
１．２高齢者保健福祉施策の現状 ９地域における活動拠点の整備について （１件）

意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
行政に要望はし

ているが、公民館や

自治会集会所がな

く、「いきいきサロ

ン」は実施している

が個人宅のため参

加しにくい。一度委

員会で地域を視察

し施策に反映する

ようにしていただ

きたい。 
また、複合的に施

策を作成していた

だきたい。 
 
 
 
 
 

１ サロン会場は、高齢者が安全に歩

いていける距離にあり、基本的に各

自で会場まで集合していただくた

め、よく知られている分かりやすい

場所が理想とされており、各地区で

主体的に設置しています。 
市では、サロンの設置・活動に対

し支援を行っております。 
また、現在、いきいきサロンの実

施場所は、公民館４ヶ所、集会所等

６８ヶ所、個人の家４ヶ所となって

おります。 
なお、自治会集会所の建設は各自

治会ごとに行っており、設置する場

合は、行田市自治会施設建設事業費

補助規程に基づき補助を行っており

ます。 

なし 

（２）④ユニバーサルデザインの考え方に基づいた生活空間の整備について （１件）

意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
行田市のユニバ

ーサルデザインの

考え方は間違って

います。 
例えば、スロープ

の傾斜は何度くら

１ 現在、スロープ等の基準は設けて

おりませんが、設置の際は、これら

のご意見を参考にさせていただきま

す。 

なし 
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いで施設の入口は

巾や手すりの間隔

等々を定めるべき

を、すべて言葉で作

成されております。 
 
 
⑥市民と行政の協働による福祉のまちづくりの推進について （１件） 
意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
市のこの種の文

章には必ず“市民と

行政の協働による

まちづくり”とあり

ますが、実態は同じ

メンバーで議論さ

れているのでは。何

故なら、市民意識調

査を平成１０年か

ら平成１８年を見

ても、高齢化社会に

対応するために重

要なことの項で、調

査結果が同じ状況

となっているが、施

策が行われていれ

ば、その数値は下が

るはずが変化がな

い。市民意識調査

は、調査内容が大雑

把で、この内容から

どのようにして行

政に反映されるの

か不明です。第４次

行田市総合振興計

画の２、健康で幸せ

１ 本計画は、平成１８年度から平成

２０年度の事業計画の現状や実績を

検証し、行田市総合振興計画に掲げ

る「健康で幸せなまちをつくる」こ

とを目指し、平成２１年度から平成

２３年度の基本理念及び政策目標を

定め、高齢者保健福祉施策及び介護

保険事業を施策体系ごとに策定して

おります。 
今後は、ご意見ＰＤＣＡを参考に

し、よりよい計画策定に努めてまい

ります。 
 

なし 
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に暮せるまちづく

り（４）高齢者福祉

の充実では、高齢者

の余暇活動のため

の施設の充実と記

載しておりますが

実際はどうでしょ

うか。せっかく見直

しするのだから必

ずＰＤＣＡを行っ

たうえで、今後の施

策を策定していた

だきたい。 
 
 
介護支援ボランティア制度の創設（仮称）について  （１件） 
意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
例えば秩父市や

比企地域で実施し

ている「ボランティ

ア貯金」の制度に準

じているものであ

ることを期待する。

元気なときにボラ

ンティア活動に参

加していただき、ポ

イント制でチケッ

トをためておいて、

自分が必要になっ

たときに、ポイント

の分を保障しても

らえる、支え合いの

政策を。 
 
 

１ 
 
 

介護支援ボランティア制度（仮称）

の創設にあたり、ご意見を参考にさ

せていただきます。 
 
 

  なし 
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移送サービス事業の検討について   （１件） 
意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
（例）秩父市独自

施策 利用する方

の社会参加のため

の送迎サービスを

実施（公共機関を利

用することが困難

な虚弱高齢者） 
利用回数 月２回 
利用料  
市内利用５００円 
市外利用 1,000 円 
 
（例）旧南河原村社

協で実施、外出ボラ

ンティア事業（墓参

りなどへの外出の

支援、盆踊りや地域

の活動への参加の

ため） 
 
 
 
 
 

１ ぎょうだ家事援助サービス事業の

充実に努めます。 
 
 

  なし 

移動支援ボランティア（外出介助ボランティア）事業の検討について  （１件） 
意見の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
・地域での公民館活

動、高齢者学級への

参加のための支援。 
・買物、隣なのに出

かけられない高齢

者への外出の付き

添い。 

１ 
 
 
 
 

新たに創設する介護支援ボランテ

ィア制度（仮称）及びぎょうだ家事

援助サービス事業の中で検討してま

いります。 
 

  なし 
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・病院への受診のた

めのボランティア。 
 
 
 
 
訪問型介護予防事業の充実について  （１件） 
意見の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
通所を希望され

ず、自宅での生活を

希望される方も増

えています。家から

出ることが億劫で

閉じこもりがちな

方への、定期的な保

健師、管理栄養士、

歯科衛生士の居宅

訪問など、在宅支援

センターの機能を

持った予防事業の

充実を期待します。 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 

特定高齢者と判断された方の中

で、通所型介護予防事業を利用する

ことが困難な閉じこもり、認知症、

うつ等の状態にある、また、おそれ

がある高齢者を対象に、保健師等の

居宅訪問を計画に位置づけておりま

す。 
 

  なし 
 

単身高齢者の施策について（高齢者の日常生活の支援）  （１件） 
意見の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
単身で自分でゴ

ミ出しのできない

方の支援について

検討してほしい。 
 
 

１ 今回の事業計画には盛り込まれて

おりませんが、今後の参考とさせて

いただきます。 

  なし 
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食の自立支援について   （１件） 
意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
現在の配食サー

ビス事業と共に、高

齢者の食の意欲の

促進のために、市内

のお店からの食事

の配達サービス（例

えば、月１回とか） 
 
 
 

１ 
 
 

現在、配食サービス事業は市外の

業者が行っております。これから先、

高齢者人口が増加するため、１社だ

けの対応が難しくなると予想されま

す。平成２１年度からは、市内の事

業者から参入の申出があり、２社に

よる選択制を導入し実施する予定で

す。 
 
 
 

  なし 
 
 

任意事業として認知症高齢者見守り事業の充実について  （１件） 
意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
地域の商店など、

子ども見守り店へ

の協力の依頼、認知

症に対する講習へ

の参加の呼びかけ。

認知症を隠さない

で暮せる環境づく

りをお願いしたい。 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

認知症に対する啓発を高齢者の権

利擁護体制の充実の中で位置づけて

おります。 
一人でも多くの方が認知症につい

て正しい理解を持ち、認知症の方や

家族の応援者となっていただけるよ

う、地域包括支援センターなど関係

機関と連携を図りながら、認知症サ

ポーター養成講座を開催したいと考

えております。 
また、認知症に関する理解促進・

普及啓発のための取り組みを展開

し、地域全体で認知症高齢者を支え

ていけるよう、ご意見を参考にさせ

ていただきます。 

  なし 
 

その他  （３件） 
意見の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
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介護保険制度で

認められない生活

援助サービスにつ

いて市独自の助成、

実施について 
 
 
 
 

１ 
 

本市の高齢者福祉サービスは、配

食サービス、乳酸飲料サービス、紙

おむつ給付など、高齢者が安全で安

心して生活ができるよう援助してお

ります。 
引き続き、高齢者が心身の健康の

保持及び生活の安定のため生活の援

助を実施してまいります。 
 また、要介護認定者につきまして

は、介護保険制度を利用していただ

き、要介護認定を受けていない日常

生活に支障のある在宅の６５歳以上

の、ひとり暮らし高齢者等は、市で

行っている生活援助サービスを利用

していただきたいと考えておりま

す。 
 
 
 

  なし 
 

意見の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
地域包括支援セ

ンターの機能を委

託でなく、できれば

行政独自の実施に

ついて 
 
 
 
 

１ 
 
 

現在は、３ヶ所の地域包括支援セ

ンターへ委託により実施しておりま

す。 
今後は、ご意見を参考にさせてい

ただきます。 
 
 

  なし 
 
 

意見等の概要 件数 市の考え方 （案）の修正 
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私の自宅は、昔前

と左が田んぼでし

た。現在は、前が２

０ｍ位昔のままで

す。道路が低くなっ

ているため現在は

健康ですが、車椅子

を必要になると引

越ししなくてはな

りません。行政に依

頼しても対応して

くれません。 
 

１ 
 
 

現地を確認したところ段差も大き

いため、検討してまいります。 
 
 
 

なし 
 
 

 
 


